
1.概要

未来を仮定し、あり得べき製品やサービスなどを提案することによって、
現代における問題の提議を目的とするクリティカルデザインやスペキュラ
ティブデザインと呼ばれる文脈から、情報の永久保存方法を考察し、提
案する。
本研究は現在の情報媒体におけるその耐用年数の短さに疑問を呈し、
半永久的な情報の保存 / 伝達方法を考察し、「どのような情報を、どの
ような方法で、何に記録し、どこに保管すべきか」といった問いを鑑賞
者に投げかけることを目的としている。

2.背景

現在の情報は主に書籍などによる紙媒体への印刷機による保存、あるい
はハードディスクや半導体メモリへのデジタルデータとしての保存によっ
てなされている。しかし、そのような媒体にはいずれも耐用年数に応じ
た保存可能期間の限界があり、1 万年、10 万年先の未来まで情報媒体
として機能することはない。また、災害による紛失や人為的干渉による
廃棄など、メディアそのものの堅牢性にかかわらず情報の保存 / 伝達を
妨げる諸要因が考えられる。よって本研究においては、情報の媒体、保
存方法、保存形式からその内容に至るまで様々な視点から、未来へ情
報を伝達する方法を考察する。
情報媒体はテクノロジーの発展と共にその情報容量を増やす反面、媒体
そのものの耐用年数は短くなってきている。最も古い情報媒体であると
される石板 / 粘土板の耐用年数が 10 0 0 年から 50 0 0 年であったのに対
し、製紙法の開発とともに後の主流媒体となった紙の耐用年数は和紙で
10 0～10 0 0 年、洋紙で 10 0 年程度といわれ、現在の主流である光ディ
スク、ハードディスク、半導体メモリといったデジタル媒体では 10 年か
ら 10 0 年程度であるとされる。このような現状を概観し、本研究ではデ
ジタル化した情報媒体が失った耐用年数という「機能」を過去の媒体
を現代的に継承することで回復させ、現代において短命となってしまっ
た「情報」を長期間に渡って伝達可能とする方法を提案する。

3.今学期の研究成果・目的

上述した大枠の研究テーマの内から今学期においてはレーザーカッター
を用いた彫刻を石、骨、金属などのロバストなメディアに対して施し、情
報の超長期保存を実現するためのレーザー彫刻用活字書体の制作を
行った。デジタル工作機械の高性能化・低価格化による社会への普及
が見込まれる昨今において、デジタル工作機械を用いて様々なマテリア
ルを扱えるようになったことで個人による情報の長期保存媒体の作成が
容易になったといえる。しかしながら長期保存に適したロバストなメディ
アはその特徴としてアナログであるがゆえにその保存容量がデジタルデー
タに比べ極めて少ないという問題点を持つ。そこで本研究ではレーザー
カッター彫刻によって識読可能な最小文字サイズを検証し、欧文活字書
体を制作することで保存容量の問題を解決し、本研究の主題である超
長期保存メディアの提案のための足がかりとするとともに、タイプフェイ
スデザインの文脈においてもパーソナルファブリケーションの隆盛によっ
てビットからアトムへ向かう時代における新しい書体設計のあり方を提示
する。
現在の書体設計は主にデジタル環境での表示と印刷機での印刷に適し
た形で行われている。しかしながら、デジタル工作機械が一般化しつつ
ある現代においてはインクによる印刷以外の様々な印刷に適した書体設
計がなされていく必要があると考えられる。現在デジタル工作機械の一
般化によってタイプフェイスデザインが直面している問題はコンピュータ

の黎明期にタイプフェイスデザインに起こった設計プロセスの変化と共通
している。コンピュータの黎明期にウィム・クロウエルによって制作され
た《New A lphabet》は 1967 年当時の低解像度のモニターでの表示に
最適化するため直交グリッドを用いて設計された極めて実験的な書体
だったが、結果として後の設計方針に大きな影響を与えた未来予見的作
品であった。本研究において制作されるタイプフェイスは《New 
A lphabet》に極めて近い設計指針となり、デジタルファブリケーション黎
明期における未来予見的な実験的タイプフェイスとなることが予想され
る。

4.方法

設計方法としてまずレーザーカッターによる既存の書体の出力を行い、
極小サイズにおけるその可読性や再現度などを検証し、識読可能な最小
サイズを決定した。その上で決定した各サイズにおけるレーザーカッター
の最高解像度 120 0dpi 時のピクセル数に応じたフォーマットを用いタイ
プフェイスの設計を行った。

5.省察

このようなピクセル数という出力限界によってフォーマットが決定するとい
う設計方針はコンピュータ黎明期におけるビットマップフォントなどの設
計指針と共通している。またサイズによってピクセル数が異なるため、各
サイズごとに異なった活字のファミリーが必要となる点でも類似している。
しかしながら、デジタル工作機械を用いた際、コンピュータ黎明期と異
なり、そこに各マテリアルにおける出力再現度の違いなどが発生する。
そのため、マテリアルファミリーという新しい設計指針が必要となってくる
ことが考えられる。スイスの代表的な書体であり、その開発から現在に
いたるまで世界で最も使用頻度が高い書体であるといわれる Helvetica
はウェイトの違いや幅の違いなどの多様なファミリーを持つ初めての書体
として制作されたことで知られるが、デジタルファブリケーション時代に
おいてはマテリアルファミリーという設計指針がタイプフェイスデザイン領
域の発展に重要な価値を持つのではないかと考えられる。

6.今後の課題

今後は今回制作した書体を各マテリアルでテストしながら素材の特性に
合わせた調整を行い、ファミリー書体としての完成を目指す。またその
結果完成した書体を長期保存を目的とした大枠の研究テーマに還元し、
長期保存をデジタルファブリケーションとロバストなメディアによって実現
する際に使用されるものとして、転用することを想定して研究を進める。
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1.概要

　本研究は永続的なメディアとして、いかなる未来にも残りうる情報伝
達方法を作品制作を通して提案する。現存するさまざまな情報媒体や
情報の恒久保存に関する先行研究の事例をふまえつつ、クリティカル・
デザイン (Crit ical Design) の文脈に位置し、イルポ・コスキネン (I lpo 
Kosk inen), らによる著書『
Lab, Field, and Show room』における Show room 型の展覧会などによる
作品発表を通したデザインリサーチとして研究を進める。
　本研究では口頭伝承などによる口伝えとしての情報伝達方法や、石板
や粘土板などといった原始的なメディアから本、デジタル媒体に至った現
在までのメディア史を概観し、ありうべき未来の情報媒体がどのような
形態をとりうるべきかといった問いを鑑賞者に投げかけ、現行のメディア
に対して新たな認識をもたらし、未来の情報媒体に対する思索を促すこ
とを目的としている。

2.背景

　現在の情報は主に書籍などによる紙媒体への印刷による保存、あるい
はハードディスクや半導体メモリへのデジタルデータとしての保存によっ
てなされている。しかし、情報媒体はテクノロジーの発展と共にその情
報容量を増やす反面、媒体そのものの耐用年数は短くなってきている。
残存する最古の情報媒体であるとされる石板や粘土板の耐用年数が
10 0 0 年から 50 0 0 年程であるのに対し、紙媒体の耐用年数は和紙で
10 0 年から 10 0 0 年、洋紙で 10 0 年程度といわれ、現在の最も使用さ
れている光ディスク、ハードディスク、半導体メモリといったデジタル媒
体では 5 年から 20 年程度であるとされる。媒体にはいずれも耐用年数
に応じた保存可能期間の限界があり、遠い未来まで情報媒体として機
能することはない。また、災害による紛失や人為的干渉による破壊など、
メディアそのものの強度にかかわらず情報の保存・伝達を妨げる諸要因
が考えられる。
　このような現状を概観し、本研究では技術革新が進むにつれて情報
媒体から失われつつある耐用年数という機能を過去の媒体を現代的に
継承することで回復させ、現代において短命となってしまった情報を長
期間に渡って伝達可能とする方法を提案する。
　前学期では、「文字を使用した物質としてのメディア」としてレーザー
カッター専用書体の制作を行い、様々なマテリアルでの文字情報の保存
方法を考察した。今学期では、「無文字による非物質としてのメディア」
の制作に向けたアプローチを行った。

2.1 無文字による非物質としてのメディア

　レイ・ブラッドべリ (R ay Bradbur y,1920～c.2012)による SF 小説『華
氏 451 度 (Fahrenheit 451)』では、未来社会における言論統制と思想
弾圧によって書物禁止となった社会が描かれ、人類の財産たる書物は所
持が確認されるとたちどころに焚書にあい、未来への価値ある文学、詩、
哲学といった情報を本なしで語り継いでいくために、本を暗記し、人々
が互いに語り合いながら口伝えによって伝承するコミュニティが描かれ
る。この物語でフィクションとして提示される未来は、社会構造の変化
によって現在から未来へ本などの物質としてのメディアを用いて情報を伝
達することが不可能となった世界であり、情報伝達における障害が単に
メディアの物質としての耐久性だけではないことを示している。
　伝承を用いた口誦文化としての情報伝達方法に関して本研究では、ト
マス・A・シービオク 1920～c.20 01)による「一
万年に橋かけるコミュニケーションの方法 (Communication Meamres to 

Bridge Ten mil lennia)」における提案をふまえた展開を予定している。
本論文は核燃料廃棄物処分場における未来世代への情報伝達の方法を
考察したものであり、核燃料廃棄物の残る危険な土地に未来世代が足
を踏み入れることを警告し、その危険性を伝えることを目的としている。
本論においてシービオクは「情報を短期ないし長期の未来へと送り出し、
人工的に伝えるに際しては、民間伝承的な手法、とりわけ人為的に創作
され、はぐくまれた儀式 = 伝説と結びつけるという形で補足すべきである
ということ。このような方法の最もよい面は、地理的に極限化されたり、
一つの言語・文化に結びつけられるのが避けられるということである
(pp.161～162)」と未来世代において言語体系に変化が起きることを危
惧し、言語の変化に柔軟な伝達方法として口頭伝承を提案している。ま
たウォルター・J・オング (Walter J . Ong ,1912～c.20 03) による著作『声
の文化と文字の文化 (Oral it y and Literac y)』における無文字社会のコ
ミュニケーションと伝承方法に関する論述は興味深い。『声の文化と文
字の文化』においてオングは情報に関する文化を「書く」文化 =「文字
の文化」と「声の文化」の二つに分けた上で、それらの比較考察を行った。
「声の文化」における「文字の文化」との違いとしてオングは「声の文化」
における決まり文句の多様や、累積的な語りの手法などの特徴に言及し
つつ、物質として残らず、記憶として伝承されていく「声の文化」の形
式を分析しており、非物質で情報を永続的に伝達していくための方法と
して本研究への応用可能性が感じられる。このような考察をふまえ、本
研究では伝承を用いた情報伝達の可能性も情報を長期的に保存する方
法のひとつとして研究を進める。

3.今学期の成果

プロトタイピングへ入るためのフューチャーシナリオを制作するための要
素として、保存場所、立地を決定する必要がある。今学期は、「地球上
で最も安全な場所」を様々なデータから明らかにし、それらの情報を地
図として可視化することを目指した。地質的に安定し、長期的なコミュニ
ティを持続するために最適な場所を導きだすために、災害や、戦争、人
口密度、感染症などの情報をマッピングし、それらを統合することで、
サウジアラビア、中国甘粛省、モロッコ、スウェーデン、ボリビアなどの
一部地域が候補としてあげられた。今後、さらに情報を加えていき、よ
り確実な「地球上で最も安全な場所」を特定する。その上で、その地
域に根ざした情報保存のためのフューチャーシナリオを制作し、プロトタ
イプへ繋げる。
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